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13:25　開会
出席委員5名、委員外1名、会期1日
挨拶

総務部長 挨拶及び概要説明
議事1　提出議案審査について
・本委員会に付託された案件の審査を行う。付託されたのは「議案80号別海企業版
ふるさと納税基金条例の制定について」で、本議案の内容は本会議で説明を受けてい
るが、多少理解しづらい部分もあるので、改めて本会議において説明を受け、その後質
質疑を行う。

総合政策課長 ・資料により説明
　条例の提案理由や各条文の内容については、本会議において総務部長の方から説
明しているので省略するが、企業版ふるさと納税の制度の概要と提出した条例案のうち、
第５条の繰替運用という規定の内容などについて補足的に説明。
　繰替運用とは、一般会計の資金運用を行っている中で、資金が不足することが見込
まれた場合には、その基金会計から借り入れすることができるというのが繰替運用という
制度になる。
　基金会計にとっては、定期預金等で積んでいるものを崩して、一般会計に貸し付ける
ことになるので、利率は幾らでいつまでに基金会計に戻すのか等をきちんと定めて運用す
る必要がある。
　第５条は、そういうことをきちんと定めれば繰替運用をできるという条文のとなっている。
　この繰替運用の規定は、ほとんどの基金条例で設けているが、あくまで念のための規定
であり、通常は民間の金融機関から日単位で借りる一時借入金制度を活用していると
ころである。
　第７条の委任の条文で、基金の管理に関し必要な事項は町長が別に定めると規定
しているが、本基金条例の規則等の制定予定については、今のところこの基金の管理に
関しては、規則を制定するまで必要な事項はないと考えている。
　ただし、企業版ふるさと納税を受けるまでの事務処理的な手続、例えば、寄附の申し
出書、受領証明書等の様式を定めた事務処理要綱については、今後、本基金条例の
関連とは別に定めていく予定としている。
・質疑。
・法人税最大90%を受けれるということだが、所得税や町道民税への影響はありますか。
・税額の方で影響があるのは、法人税、法人事業税、法人住民税等の法人関係税だ
けに影響するので、所得税の方には影響がないとは思っている。
・他に質疑あるか。
・質疑なし。

討論
・これから討論に入る。
　討論あるか。
・討論なし。

採決
・これから採決する。
　原案のとおり可決することに異議あるか。
・異議なし。
・原案のとおり可決することに決定。

【総務部所管事務調査】
議事2　所管事務調査について
（1）新型コロナウイルス感染症対策について

総務部長 ・資料により説明
・オミクロン株対応ワクチン接種の接種率は、12月11日現在で5,758人、42.5％。
　感染者は多い状況ではあるが、重症につながっていないというのは、やはりワクチンの接

委員長 7番 木嶋

浦山

委員長 7番

会議に付した事件及び会議結果など
発言者 会議経過　※所管毎に議事を行う事情等により議事番号が前後することがある。

木嶋

委員 14番 佐藤
総合政策課長 寺尾

委員長 7番 木嶋
委員 一同
委員長 7番 木嶋

委員

一同
委員長 8番 木嶋

浦山
委員長 7番 木嶋

寺尾

委員長 7番 木嶋

一同
委員長 7番 木嶋

委員
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種も進んでいるからかなというふうに、判断しているところ。

質疑
・質疑なし
（2）ふるさと納税制度について
・これまでの経過として、9月補正の段階で12月議会の最終日あたりが40億円に到達
すると見込んでおり、当時から着地は62億円という予測のもと40億円の補正をしていた
ということ。
　本定例会初日に町長から、行政報告の中で、到達したという話があったが、昨日で45
億円に至っている。
　現在、1日当たり約9,000万から1億円ずつ寄附が入っている状況で、このまま年末ま
でその数字のままいくと、今回補正で要求した60億円には到達することになるが、これば
かりは変動がいろいろ起きることがあるので、まだ何とも言えないというところ。
　なぜ、ここまで飛躍できたのかというと、本町が類いまれな生産地であって、もちろんは私
たち部署が強化されて努力はしているが、実際、寄附を受け付けるだけの返戻品をこれ
だけ用意できる町が他になかなかないというのが実態のところではないかなと思っている。
　12月になってくると、1日当たり発想の件数が相当でございまして、別海町から全部発
送するのは困難なため、前もって埼玉と札幌の倉庫に主力の返戻品は納品をしていて、
あらかじめ袋詰めをして、出荷依頼がきたらすぐ伝票だけ貼って出すような状況の準備を
しており、それらの倉庫から1日最大6,500件発送できる体制をとっている。
　また、各事業所からの発送もあるので、1日当たり7,000件から8,000件ぐらい、今月
発送できる体制を整えてきている。
　このように、年内の発送を伸ばせられなかったというのが昨年度の反省だったので、今年
4月から、その準備をずっと行ってきたということが、現状、功を奏しているということ。
　今後の展望としては、正直、この制度を熟知すればするほど伸びてるところしか伸び続
けないという制度であるなという実感をしている。
　私どものところにも、もともと私たちよりも寄附額が多い自治体から電話がかかってくるこ
とがありまして、この2年下がってるんですけどどうでしょうかだとか、いろんな悩みが寄せられ
るんですけど、もうかつて20億円とか集めている自治体でも、下がっているところが出てき
ている。
　100億円に到達している自治体はお金を持っているので、宣伝力がどんどん増していっ
て、例えば、本町のようなホタテの生産地が押されそうになるような状況もある。
　現に、北見市さんとか稚内市さんとかは、結構ホタテの生産地だが、かなり厳しい状況
になっており、ホタテをとっていないけど加工して出してる町の力の方が強くて、本来の生産
地としての歴史的な経過だとかっていうところが、このふるさと納税制度のちょっと影の部分
というか、そういったところで何だかよくわからなくなってしまうというようなところがある。
　このため、本町としては、来年以降も以前説明したように、決して寄附額争いだとかそ
ういう考えではなく、生産地としてしっかり選ばれるための努力は続けていかなければなら
ないと考えている。
・うれしい報告もあると思うので、そちらを追加で報告してほしい。
・実は昨年、エッセという女性向けの雑誌があるが、その企画の提案があって、野付産の
ホタテや町内のお菓子屋さんのケーキを出品したところ、金賞を受賞しており、受賞する
と注文がすごく増えるというようなちょっと仕組みがある。
　今回も、プレゼンテーションをして、乳業公社のバターが金賞になり、いくらが全体のグラ
ンプリだった。
　結構いくらが生臭いとかっていう評価を書かれることがたびたびあって、やっぱりいくらを食
べ慣れていない人にとっては、評価が千差万別なんですけども、今回、しっかりとした審査
員で非常においしいという評価をいただいて、事業者さんも自信を持っている。
　この効果が、今月発売のエッセとか渋谷のスクランブル交差点の映像で今月ずっと別
海町のいくらがグランプリということを宣伝されており、その他にも東急電鉄の中づり広告と
かいろいろなところで宣伝されていることが、飛躍の要因となっている

質疑
・質疑なし

委員長 7番 木嶋
委員 一同
委員長 7番 木嶋

松本

委員長 7番 木嶋
委員 一同

ふるさと応援・情報化推進室長 松本

ふるさと応援・情報化推進室長

委員長 7番 木嶋
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議事3　その他
（1）防災対策の推進について
・日本海溝、千島海溝沿いの領域では、過去にも大きな地震や津波が繰り返し発生し
ており、巨大地震の発生が切迫している状況になっている。
　記憶に新しいところで言うと、2011年の東日本大震災についても、マグニチュード7.3
の地震があった2日後にマグニチュード9.0の地震が発生している。
　日本海溝千島海溝沿いにおいては、今後も、先発地震の後に、より大きな後発地震
が発生する可能性があり、巨大地震による甚大な被害を少しでも軽減させるために、北
海道・三陸沖後発地震注意情報を発信して、巨大地震の発生が平時より高まってい
ることへの注意を促すこととなった。
　後発地震注意情報の発信については、地震発生後、正確なマグニチュードが確定す
る約2時間後に、気象庁と内閣の合同記者会見で発表されることになる。
　この発表を受け、各自治体では、防災行政無線などを用い、地域住民に対して情報
発信を行うことになる。
　この情報の発信期間は地震発生から１週間。
　対象地域は、震度6弱以上または津波高3メーター以上が想定される地域で北海道
から千葉県の市町村が対象となり、182自治体が対象。
　この情報が発信された場合、あくまで事前避難や、経済活動の制限を求めることはな
い。
　あくまで、社会経済活動は継続した上で、地震への備えの再確認や発災時にすぐ避
難できる準備を呼びかけることになる。
　町においては、この先発地震の震度や津波情報によってそれぞれの配備体制にて対
応することとし、その後、この情報発信期間中にその配備体制が解除となった場合には、
第１非常配備にて継続して対応することとしているので、後発地震注意情報発信中に
ついては、最低でも防災交通課職員による第１非常配備の警戒体制はとることとして
いる。
・他に何かあるか。
・質疑なし
総務部 14:17　終了　休憩

【教育委員会所管事務調査】
14:25再開　　　委員長挨拶

教育部長 挨拶及び概要説明
・本日の所管事務調査事項については、「新型コロナウイルス感染症対策について」及
び「成人式について」の２点について説明させていただく。残りの「学校教育の充実につい
て」及び「別海高等学校教育支援事業」に「新型コロナウイルス感染症対策」を加えた
3件については、引き続き閉会中の調査とすることで、委員長と協議をさせていただいて
いる。

議事2　所管事務調査について
（1）新型コロナウイルス感染症対策について
・第10回の委員会中で説明を受けておるということで、割愛させていただいてよろしいか。
　追加の何かないですね。

教育部長 ・はい。
・それでは、この件については割愛します。
・異議なし
（6）成人式について

生涯学習長 ・別海町成人式関する町民等への周知内容について資料により説明
　本周知については、広報1月号、別海高校全生徒及び保護者への配布、町HP及び
SNSを活用して周知徹底を図る。
・質疑
・別海高校に通っていない同年代の子供たちにはどう周知するのか。

生涯学習長 ・別海高校以外に通学されている生徒さんについては、大変恐縮だが町の広報、HP、
SNS等でご確認いただくような考え方。

委員長 7番 木嶋
委員 一同

福原

防災交通課

福原

委員長 7番 木嶋

委員長 7番 木嶋

委員長 7番 木嶋

委員長 7番 木嶋

山田

木嶋委員長 7番

委員長 7番 木嶋

寺澤

委員長 7番 木嶋

委員長 7番 木嶋
委員 一同

山田
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・それでいいのか。

教育部長 ・委員長がおっしゃったのは、要するに別海高校以外に通う高校生に対しての周知の方
法をどうするのかということか。
・同様に直接連絡できるような形をとったほうがよろしいんじゃないでしょうかと。
　別海高校だけじゃないので、多少手間にはなるがその必要はあるんじゃないか。

生涯学習長 ・御指摘された件については、住基から抽出して報告と連絡をさせていただく。
・他に質疑あるか。
・質疑なし

議事3　その他
（1）別海町出身選手のワールドカップ成績等について
・新濱、森重、野々村選手の3名は、先月から海外3カ国を巡ってのワールドカップスピー
ドスケート競技大会に出場していたが、第3戦まで終了し、第3戦までの最高成績は森
重選手が第2戦の500メートルで2位、新濱選手が第3戦の500メートルで2位、野々
村選手が第3戦の1,000メートルで5位にそれぞれ入賞した。
　今後も、スケートに限らず、日本を代表して世界に羽ばたく本町出身選手を全町民が
一体となって物心両面で支援していきたいと考えているので、議員各位におかれましても、
支援や応援についてよろしくお願いしたい。

閉会挨拶
14:47　閉会委員長 7番

宮本教育部次長

山田
委員長 7番 木嶋

委員長 7番 木嶋

木嶋
委員長 7番 木嶋

木嶋

福原
委員長 7番 木嶋
委員 一同

委員長 7番


